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イ 大井町駅周辺の滞留者数および帰宅困難者数 

図表13のフローに基づき大井町駅周辺の滞留者数および帰宅困難者数を推計

した結果は、以下のとおりである。 

 

 a. 大井町駅周辺の滞留者数および帰宅困難者数 

大井町駅周辺地域全体の滞留者数は約31,000人、帰宅困難者数は約16,000

人と推計される。 

 

図表 14 大井町駅周辺地域における滞留者数および帰宅困難者数 

 

屋内滞留者 
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滞留場所 

不明人口 

待機人口
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東京都市

圏外 

来訪者 

鉄道利用者 

将来開発

集客数 

（広域）

将来開発 

集客数 

（近隣） 

合計 

滞留者 4,611 5,643 7,662 3,275 6,839 1,200 1,927 31,157

帰宅困難者 ― 5,643 ― 3,275 5,869 1,200 ― 15,987
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 b. 町丁目別滞留者数および帰宅困難者数 

町丁目別の滞留者数および帰宅困難者数は、以下のとおりである。駅利用

者は大井１丁目と東大井５丁目に加算した。 

 

図表 15 町丁目別滞留者数および帰宅困難者数 

 
屋内滞留者 
（業務） 
避難者 

屋外滞留者 
滞留場所 
不明人口 

待機人口

避難者 

東京都市

圏外 
来訪者 

鉄道利用者 
将来開発

集客数 
（広域）

将来開発 
集客数 
（近隣） 

合計※

南品川４ 
287 

－ 
310 

662

－
180   

1,439

490

南品川５ 
308 

－ 
481 

1,246

－
279   

2,314

760

南品川６ 
162 

－ 
229 

299

－
133   

823

362

東大井３ 
110 

－ 
275 

751

－
160   

1,296

435

東大井４ 
52 

－ 
171 

132

－
99   

454

270

東大井５ 
821 

－ 
659 

377

－
382 

1,455

1,312
  

3,694

2,353

東大井６ 
149 

－ 
167 

272

－
97   

685

264

大井１ 
1,775 

－ 
1,436 

619

－
833 

5,384

4,557
 

1,627 

－ 

11,674

6,826

大井２ 
63 

－ 
155 

584

－
90   

892

245 

大井３ 
123 

－ 
278 

832

－
161   

1,394

439 

大井４ 
227 

－ 
309 

664

－
180   

1,380

489 

二葉１ 
205 

－ 
547 

604

－
318   

1,674

865 

広町２ 
180 

－ 
374 

0

－
217 1,200 

300 

－ 

2,271

1,791 

西品川１ 
149 

－ 
252 

620

－
146   

1,167

398 

合計 
4,611 

－ 

5,643 

5,643 

7,662

－

3,275

3,275

6,839

5,869

1,200 

1,200 

1,927 

－ 

31,157

15,987

※合計欄の上段は滞留者数（屋内滞留者～将来開発集客数（近隣）までの合計）、下段は帰宅困難者数（滞留

者数から、屋内滞留者、待機人口避難者、将来開発集客数（近隣）を除く） 
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